
謙信KIDSスクールプロジェクト～海と山と大地の楽校～ 
       

 

趣  旨  14市町村が合併し、多様となった自然、歴史、文化など、豊富な地域資源を活用

し、様々な体験活動を入口に子どもたちの好奇心を刺激し、知的探求活動を進め、

心豊かでたくましい子どもたちを育成する。 

 

実施主体  上越市教育委員会生涯学習推進課及び各区教育・文化グループ 

 

参加対象  小・中・高校生（各楽校により対象年齢は異なる） 

 

参加者数  実310名（のべ約1,400名） 

 

回 数  各楽校3～12回（のべ82回）      日 数  同左  

 

時 間  1回当たり4ｈから宿泊（2泊3日）まで  場 所  市内全域 

 

内 容  ○各16楽校（15のテーマ）の内容等は次のとおり 

（講師は地元の方、専門家を中心に依頼。期日は18.5月～19.3月） 

       ・雪の楽校(安塚区)…雪室見学､雪冷房体験､雪の実験､かまくらづくり等 

       ・音の楽校(浦川原区)…草笛体験(雅楽の由来)、雅楽の楽器の練習、合奏  

       ・酒の楽校(吉川区)…酒米の田植え･稲刈り、酒蔵見学、甘酒づくり等  

       ・美の楽校(大島区)…ﾘｻｲｸﾙ材料での工作､劇鑑賞､木の細工､パンづくり等  

       ・郷の楽校(牧区)…秘密基地遊び､昔のおもちゃ作り､大根の種まき･収穫等  

       ・海①の楽校(大潟区・柿崎区)…磯釣り､ネイチャーアート､刺し網体験等  

       ・海②の楽校(名立区)…魚介類や漁法､鮭のつかみどり､鮭の観察･放流等  

       ・水の楽校(頸城区)…カヌー体験、水生生物観察、バードウォッチング等  

       ・空の楽校(吉川区)…ﾊﾟﾗｸﾞﾗｲﾀﾞｰ体験､竹とんぼづくり､風洞実験室見学等  

       ・土の楽校(中郷区)…勾玉づくり、石器づくり、土器づくり・野焼き等  

       ・森の楽校(板倉区)…森の探検・キャンプ、木工作、季節による観察等  

       ・星の楽校(清里区)…季節による星座観察､望遠鏡づくり､太陽･月の学習  

       ・智の楽校(三和区)…漢字の成り立ち、論語を読む、物語づくり等  

       ・毘の楽校(合併前上越市)…上杉謙信公と春日山城の歴史､米沢市交流等  

       ・山の楽校(合併前上越市・柿崎区ほか)…ブナ林のﾄﾚｯｷﾝｸﾞ､登山､植物観察  

       ・巧の楽校(合併前上越市)…様々な材料をﾃｰﾏにした工作､発明品づくり  

 

成 果  ・大学生ボランティアや地元有志等の協力もあり、子ども同士や地域の人々との交流が

深まった。 

      ・自分の住んでいる区ばかりでなく、他の区で実施している楽校への参加もみら

れるなど、子どもたちの活動が市内全域に広がっている。 

       ・大学、高等学校、民間企業、ＮＰＯ法人、財団法人等に講師あるいはボランテ

ィアスタッフとして協力いただいている。 

 

課 題  ・18年度の新規事業であり、各小・中学校を通じて児童・生徒一人ひとりにパンフレッ

トを配布したほか、報道機関を通じてPRを行ったが、事業を知らなかった児童・生徒

が多く、結果として定員割れをする楽校があった。 

       ・知的探求について、低学年の子どもを「学び」に導くのが困難。方針としては、

「気付き＝不知を知る」ということを体験させる。  

・ＮＰＯ等との連携については、十分に事業のねらいを伝え、専門的知識の有効

活用をしていく  

・保護者による送迎を原則としたが、勤務時間等の関係で送迎が困難な保護者もおり、

結果として定員割れの原因にもなっているため、交通手段（参集手段）を検討したい。 

 

問合せ先  上越市教育委員会生涯学習推進課(担当：中村 稔)℡：025-526-5111(内線1327) 



「妙高市民の心」推進大会 講演会 

       

 

趣  旨    雪国で培った「ゆずり合いの心」「助け合いの心」など、妙高の地に脈々と受け継

がれてきた豊かな心を継承し、広める活動を市民運動として推進する。 

 

実施主体   妙高市・妙高市教育委員会 

 

参加対象   市民 

 

参加者数   約８００名 

 

回 数   １回   日 数   １日    時 間   講演時間：１時間３０分 

 

場 所   妙高市文化ホ―ル 大ホール 

 

内 容 

回 期日･時間  テーマ 講師等 

10月20日（金）  

午後6時～午後7時40分 
講題 「聖徳太子の心 ～平和国家への道～」 

法隆寺管長  

 大野玄妙  氏 

１ 

内

容

・

方

法 

今年度から取り組んでいる「妙高市民の心」の推進運動について、市民への啓発活動の一環

として講演会を開催した。 

 

人と人との信頼関係が薄らぎつつある現代において、飛鳥時代に聖徳太子が唱えた「和を以

って貴しと為」とする互いに信頼し合う「和の精神」は今も必要であり、誰に対しても優しく

思いやり、いたわりの気持ちを持つことが大切である。 

こうした機会を通して、「ゆずり合いの心」「助け合いの心」など、雪国妙高の生活

の中に根付いていた文化を家庭、地域、学校、事業所が一体となって継承し、広げていく活動

について市民の理解を得て、次の６つの活動につなげていく。 

① 水曜日には家族そろって食事をしよう 

② 声かけやあいさつをしよう 

③ 地域の行事に参加しよう 

④ お年寄りや体の不自由な人に手をさしのべよう 

⑤ ごみを拾おう 花を植えよう 

⑥ 社会のルールを守ろう 

 

 

成 果  ・ 当市の総合教育基本計画の基本目標の一つに掲げている『豊かな人間性と高い志を

もった人づくり』の達成に向け、「生きる力」の核となる、豊かな人間性をはぐくむ

活動の展開が重要である。講演会の開催を契機として、家庭や地域等において、活動

を盛り上げる気運の醸成につながっている。 

 

 

課 題  ・ この運動の成功の鍵は、「市民が一緒になって取り組むこと」、「息長く粘り強く

取り組むこと」にある。市民の十分な理解のもと、同じ方向に向かって取り組みを進

めていく必要がある。 

      ・ 活動を進めるにあたり、市内に活動拠点のある事業所等からも「妙高市民の心」推

進応援事業所として参画してもらい、家庭や地域での活動をし易くなるよう配慮いた

だくとともに、事業所としても環境美化やあいさつ運動など、事業の趣旨を踏まえ、

活動の輪を広げていくことが必要である。 

 

問合せ先   新潟県妙高市教育委員会 生涯学習課（担当：関） 

電話：０２５５－７２－１４８７ 

 



家庭教育かるかも隊 

 

       １回目「お仕事探検隊」、２回目「真夏の昔話の会」、３回目「うまいもの探検隊」 

 

趣  旨  加茂を大好きな子どもに育て、親子で加茂を良く知ってもらう  

 

実施主体  加茂市公民館  

 

参加対象  小学生親子 

 

参加者数  各回４０名 

 

回 数  ３回       日 数 ３日      時 間   ６時間 

 

場 所  １回目 渡辺建具店、  ２回目 民俗資料館、  ３回目 公民館 

 

内 容 

回 期日･時間  テーマ 講師等 

8月4日（金） 

10:00～12:00 
お仕事探検隊「加茂建具組子工場を探検」 

渡辺建具店 

渡辺 文彦 

１ 

内

容

・

方

法 

「お仕事探検隊」は、小学生とその保護者を対象に、毎年、夏休みに行っている事業である。

18年度は、加茂市下条にある渡辺建具店を訪ね、工場内を見学、組子の説明や加茂建具の歴史

についてのお話を聞いた後、渡辺さんの組子実演を見せていただき、実際に子ども達からも組

子を体験してもらった。 

期日･時間  テーマ 講師等 

8月25日（金） 

19:00～20:00 
「真夏の昔話の会」 

長岡民話の会 

「栃尾ろばたの会」 

２ 
内

容

･

方

法 

小学生とその保護者を対象に毎年、夏休みの夜に実施している。栃尾から語り部の方３人に来

ていただき昔話をしていただいている。民俗資料館内の「いろりの間」を会場に行うのでムード

もあり、語り部による昔話を聞く機会はめったにないので貴重な体験となっている。 

期日・時間 テーマ 講師等 

2月18日（日） 

10:00～12:30 
「加茂うまいもの探検隊」 

三条市食育推進室 

田村 直 

３ 内

容

･

方

法 

「食生活でご飯を身近に食べてもらう」ことを目的に事業を実施する。対象は小学生とその保護

者で、「ご飯についてのお話」を講師の方から聞いた後、親子でおにぎりや豚汁を作る。食材は

加茂産にこだわり、昼食会では、スタッフが手作りの「紙芝居」や「食材マップ」などを使い、

かるかも隊独自の食育を提言する。 

 

成 果  ・ 聞くだけではなく、実際に体験してみることにより、加茂について良く知ること 

ができ、新たな発見がある。また、親子で一緒に体験することにより、親子のふれあ

いが深まり、より一層加茂に愛着を持つことができる。 

          

課 題  ・「お仕事探検隊」は仕事場を加茂に限定しているので、選定に苦労する。 

      ・「真夏の昔話の会」は語り部を加茂の人でやったほうがいいのではないかなどの意見 

もあり検討中である。 

 

 

問合せ先   加茂市公民館（担当 野村直美） 

        TEL：０２５６－５２－１９５３ 



お茶の間へ講座 （今町の歴史について学びます） 

       

 

趣  旨  住民が集い語り合う場を提供することにより、地域のコミュ二ケーションの輪を広げる。 

 

実施主体  今町公民館 

 

参加対象  一般 

 

参加者数  ２３名 

 

回 数  ３回     日 数   ３日     時 間   ６時間 

 

場 所  今町公民館 

 

内 容 

回 期日･時間  テーマ 講師等 

７月２６日 

１９時３０分

２１時３０分 

江戸時代の今町の歴史① 

 

淡路久雄 

１ 
内

容

・

方

法 

     講師が今町の歴史について話をする。 

     事業推進員が参加者と共に話題を広げる。 

期日･時間  テーマ 講師等 

８月 １日 

１９時３０分 

２１時３０分 

江戸時代の今町の歴史② 

 

淡路久雄 

２ 内

容

･

方

法 

講師が江戸時代の俳諧等の文化や今町の人物の話をする。 

事業推進員が参加者と共に話題を広げる。 

期日・時間 テーマ 講師等 

８月 ８日 

１９時３０分 

２１時３０分 

明治・大正時代の今町の歴史 淡路久雄 

３ 内

容

･

方

法 

講師が廃藩置県や町村制や今町の町長の話をする。 

事業推進員が参加者と共に話題を広げる。 

 

成 果  ・ 身近な話題を語り合うことにより教養を高めるとともに地域の課題等にも気づくこ 

とができる 

 

課 題  ・ 地域のことを詳細に知りたいが、戊辰戦争当時の記録がほとんど存在しない。 

 

 

問合せ先  今町公民館  電話０２５８－６６－２３１３ 

 



平成18年度 うおぬま市民大学 
 

趣  旨  魚沼市民が余暇を活用して生涯学習に取り組むことができるように学習機会を提供する 

ことにより、学ぶ楽しさを味わいながら豊かな生活を送ることができるようにする。 

実施主体  魚沼市教育委員会生涯学習課  

参加対象  市民 

参加者数  延べ ２，２００名 

回 数  ９回         日 数  ９日        時 間  １８時間 

場 所  市内各会場 

内 容   

回 期日･時間  テーマ 講師等 

４月30日（日） 

14:00～16:00 
地域振興、商工について 

福島地域づくりﾈｯﾄﾜｰｸ

21会長 山口和之 
１ 

内容・方法 
講師の実体験を交えながら地域振興や地元の商工発展のため参考となる講和が

された。商工課、魚沼市ものづくり振興協議会と連携実施。 

５月14日（日） 

14:00～16:00 
うおぬまの言葉・方言

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：穴沢邦男(市民) 

ﾊﾟﾈﾗｰ：松田定夫･浅井八郎･佐藤アサノ(市民)
２ 

内容・方法 会場全体が車座となりｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰとﾊﾟﾈﾗｰの掛合いにより方言の大切さを再認識した。

６月18日（日）

14:00～16:00 
食品安全 

元東京都消費者センター試験研究室長、

食品問題研究家 増尾清  
３ 

内容・方法 
現代の食品の問題点や安心な食生活を送るための具体的な手法について講和がされ

た。 

７月２日（日）

14:00～16:00 
身近な法律問題について 

北村法律事務所  

北村晴男  
４ 

内容・方法 
講師の実体験を交えながら法律の解釈の仕方と震災復興のﾒｯｾｰｼﾞ含めた講和がされ

た。文化振興課と連携実施。

８月20日（日）

14:00～16:00 
スポーツのすばらしさ 

ｱﾙﾋﾞﾚｯｸｽﾁｱﾘｰﾀﾞｰｽﾞﾁｰﾑ

ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 三田智子５ 

内容・方法 講師の実体験を交えながらｽﾎﾟｰﾂから得られる生きがいの発見などの講和がされた。 

９月３日（日）

14:00～16:00 
ボランティアについて 

住民流福祉総合研究所創設、神奈川保健

福祉大非常勤講師 木原孝久  
６ 

内容・方法 
具体的な事例を提示しながらﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に対する斬新考え方について講和がされた。

魚沼市ボランティア連絡協議会共催。

10月８日（日）

14:00～16:00 
歴史関係 

前長岡市中央図書館館長  

稲川明雄 
７ 

内容・方法 
目の前の幸福を大切にした郷土の偉人を紹介し身近な人を大切にすることにつ

いて講和がされた。市老人クラブ連合会と連携実施。 

11月11日（土）

14:00～16:00 
働く女性の講演会 

㈱ｴｱﾄﾗﾝｾ代表取締役 

江村林香 
８ 

内容・方法 
講師の実体験を交えながら男女共同参画の視点より、女性の幸せな生き方について講

和がされた。㈶新潟県女性財団共催

11月23日（祝） 

14:00～16:00 
家庭教育について 水谷修（夜回り先生）

９ 

内容･方法 

今の子どもを取り巻く社会環境を提示し、学校･家庭･地域の大人に対し子ども

との接し方の問題点、改善方法についての講和がされた。市ＰＴＡ連絡協議会、

市青少年健全育成市民会議と連携実施。 

 

成 果  ・ 魚沼市誕生後２年目の実施となったが、昨年より全体の参加者も増え、「広い世代

に生涯学習に触れるきっかけを作る」という学習機会提供の導入事業として効果を上

げてきた感が伺える。 

課 題  ・ 今までは単発の講演会形式であったが、今後は講演会の他に、市民のマンパワーの

活用や学習ニーズに応えた地域活性化に繋がるような実践的な講座も組み合わせなが

らより充実した学習環境の提供に努める。 

問合せ先   魚沼市教育委員会生涯学習課（担当 皆川泰夫）℡０２５－７９４－６０７３ 



平成18年度ふるさと講座･広神中学校総合的な学習yu
ゆ

.i
い

タイム 
趣  旨  中学校の総合学習と公民館講座を連携させることによって、中学生は一般市民とのふれ

あいの中で生きる力を学び、一般市民はこれを機会に地域の自主活動のきっかけとする。

将来的にはここで学んだ一般市民が地域の教育力として中学校に貢献することを目指す。 

実施主体  魚沼市広神公民館 

参加対象  市民 

参加者数  延べ ５，０００名 

回 数  ３９６回       日 数  ６０日       時 間  ８７０時間 

場 所  広神中学校、広神コミュニティーセンター他 

内 容   

№ 期日･時間  テーマ 講師等 内容 

１ 郷土料理 小林和美 魚沼の郷土料理を調理する

２ 国際理解 本多江里子 英語を使い英語圏以外の人との交流

３ 大豆の栽培と加工 佐藤富子 栽培した大豆で納豆･豆腐等を作る

４ ニュースポーツと健康 山崎崇 ニュースポーツで体力づくり

５ 農業について考える 清塚巌 稲作などを行い農業の未来を考える

６ 広報記者になろう 松原豪 講座内容を広く伝える活動を展開

７ 魚沼の川 渡辺憲将 水質を調べ環境について考える

８ HIP  HOP  Danceに挑戦しよう 村山和弘 ﾋｯﾌﾟﾎｯﾌﾟﾀﾞﾝｽの基本を学ぶ

９ 筝で奏でる広神 西條恵理子 広神の民謡を含めた演奏活動
10 地域ボランティア 篠田英 ボランティア活動の実践 
11 ひょうたんの栽培と加工 米山英治 ひょうたんを栽培し加工品を作成
12 草木染め 大関邦子 身近な草木･実でジャムや草木染
13 魚沼カレンダーを作ろう 高橋匡倫 魚沼の自然･観光地PRｶﾚﾝﾀﾞｰを作成
14 ヨサコイで地域興し 佐々木貴史 ヨサコイを学び地域で発表
15 広神のそば 関暢夫 広神のそばをつくり地域振興
16 パソコン 山口崇 初心者コース  

17 拓本･墨絵 高橋優子 墨を使った拓本･墨絵に挑戦
18 ちぎり絵 桜井静枝 和紙や日常の材料でちぎり絵制作
19 

5月～11月 

(水･土18回) 

13:55～ 

茶道 仲丸とし子 盆点･平点前など基礎作法を学ぶ

20 
5月～11月 
(木15回)10:00～ 

陶芸 南波昭雄
陶芸の基礎を学ぶ。参加者は一般の

み。

21 
5月～11月 
(金11回)9:00～ 

菊作り 小泉節弥
菊作りの基本を学ぶ。参加者は一般の

み。

22 
5月～2月 
(水18回)19:30～ 

三味線 鈴木ハマノ
三味線の基本を学ぶ。参加者は一般の

み。

23 
5月～10月 
(水10回)19:30～ 

茶道（夜） 仲丸とし子
盆点･平点前など基礎作法を学ぶ。参

加者は一般のみ。  

24 
5月～3月 
(火7回)9:30～ 

盆栽 星野弘 
盆栽の基礎を学ぶ。参加者は一般の

み。

25 
5月～2月 
(水18回) 9:30～ 

真向法 上田眞蔵
ストレッチ感覚の体操を学ぶ。参加者

は一般のみ。  

26 
5月～2月 
(火10回)10:00～ 

書道 桑原寛二
習字の感覚で親しみやすく学ぶ。参加

者は一般のみ。  

27 

5月21日 

･6月11日 

(日)9:00～ 

ガーデニング 桜井昭二 
ガーデニングの基本を学ぶ。参加者は

一般のみ。 

28 

5月28日 

･9月3日 

(日)9:00～ 

山野草探索 
魚沼山野

草の会 

山野草の美しさを知り保護意識を高

める。参加者は一般のみ。  

成 果 ・ 受益者負担の考え方が定着している（中学生は無料）。一般市民の講座受講生が中学

校に貢献する講座も見られるようになってきた。  

課 題 ・ 一般市民のニーズを意識するあまり、総合学習本来のねらい達成が難しくなっている。 

問合せ先  魚沼市広神総合事務所地域振興班（担当 瀧澤哲也）℡０２５－７９９－３１１１ 



「出雲崎総合大学」 

 

趣  旨   住民の学習意欲を促進し、健康で文化的な活力あふれる、生きがいのある生涯

学習社会の実現を図ることを目的とする。 

事業主体   出雲崎町公民館 

参加対象   出雲崎町町民 

参加者数   延べ ２４１名 

回  数   １２回       日  数   １２日      時  間   ２２時間 

場  所   出雲崎町中央公民館ほか 

内 容    

回 期日・時間 テーマ 講師 

１ ６月３日（土） 

１３：３０～１５：００ 

暮らしの歳時記 駒形 覐 

２ ６月２３日（金） 

１３：３０～１５：００ 

くらしの講座 

賢い消費者になるために 

県消費生活センター 

３ ７月１日（土） 

１３：００～１６：００ 

地域探訪 

「旧寺泊町」 

小越 忠教 

４ ７月２１日（金） 

１３：３０～１５：００ 

我が家の家計を見直そう 県金融広報委員会 

５ ８月２０日（日） 

１３：３０～１５：００ 

良寛講座 駒谷 正雄 

６ ９月２７日（水） 

１９：００～２０：３０ 

日本語がおもしろい 佐藤 正成 

７ １０月７日（土） 

８：００～１２：００ 

歴史の道ウオーク 街並景観推進協議会 

８ １０月２４日（火） 

１３：００～１５：００ 

新潟の仏像展 県立近代美術館学芸員 

９ １１月１１日（土） 

９：３０～１２：００ 

そば打ち体験をしよう 飯塚 国夫 

１０ １２月１５日（金） 

１３：３０～１５：００ 

こころの健康を考える 県精神保健福祉相談員 

１１ １月１７日（水） 

１３：３０～１５：００ 

環境を考える 小野寺 正幸 

１２ ２月８日（木） 出雲崎の人物 磯部 友記雄 

 

成  果   ・ 町民４７名の参加があり、講義と町外での研修を組み合わせた講座を９ヶ月に 

渡る設定し、生涯学習の推進に有効であったと考えられる。  

 

課  題   ・ 参加者が固定化しているため、新規の参加者増を図るため、参加したくなる講 

座を設定が必要。 

・ 参加者からの開催希望のアンケートを実施したが反応がなかった。 

 

問合せ先   出雲崎町教育委員会 教育課（担当 坂下浩平） 

           ℡ ０２５８－７８－２２５０ 



かわぐち学びの里大学 ふるさと川口塾 

趣  旨  毎年さまざまなテーマで川口町を学習しています。今年度のテーマは「昔」川口町の各

地に受け継がれている民話や昔話や地名の由来・体験学習を含め学習している。 

実施主体  川口町教育委員会 

参加対象  町民一般 

参加者数  延べ１００名 

回 数  ６回         日 数 ６日     時 間 １回当り２時間 

場 所  川口町生涯学習センター ほか 

内 容 

回 期日･時間  テーマ 講師等 

平成18年7月6日 

19：30～21：30 

 

地域に受け継がれる民話 

魚沼市 

魚沼昔話の会 

  佐藤 愛子１ 

内容 ･

方法 

魚沼地域に伝わる民話・昔話を語っていただき発祥の由来や地域性などを通じ後世にど
のように残していくのかを学習した。 
方法：講義による 

期日･時間  テーマ 講師等 

平成18年8月25日 

19：30～21：30 
地名・字のなりたち 

川口町教育委員 

槙 道雄

 ２ 

内容 ･

方法 

新潟県や信濃川流域や三国街道付近の地名を中心に身近な地名から隠れた歴史を発見す
ることを学習した。 
方法：講義による 

期日・時間 テーマ 講師等 

平成18年9月10日 

9：00～15：30 
昔体験「和くぎづくり体験」・新潟県歴史博物館見学

新潟県歴史博物館 

学芸員３ 

内容 ･

方法 

新潟県歴史民俗博物館に出向「新潟の産業いま・むかし展」および「和くぎづくり体験」

を学習した。 

方法：実技・講義による 

期日・時間 テーマ 講師等 

平成18年10月27日 

19：30～21：30 
越後一揆と堀 直寄について 

新潟県民俗学会会員 

桜井 兵治４ 

内容 ･

方法 

近世における越後一揆と川口町のかかわりについて学習した。 

方法：講義による 

期日･時間  テーマ 講師等 

平成18年11月24日 

19：30～21：30 
地名・字のなりたち パート２ 

川口町教育委員 

槙 道雄

 
５ 

内容 ･

方法 

小説「雪国」や「北越雪譜」による地名を中心に隠れた歴史を発見することを学習する。

方法：講義による 

平成19年1月19日 

19：30～21：30 
現代における民話の魅力 

長岡市小国 

新潟県民俗学会理事 

瞽女唄ネット事務局長

  高橋 実
６ 

内容 ･

方法 

新潟県は地域的に昔話には恵まれている。水沢謙一の影響などから民話の語りには先進

国である。昔話には人の話にじっくり耳を傾け、想像力を高める訓練になることを学習し、

昔話「むかしあったてがんの」を語っていただき昔話の楽しさを学習した。 

方法：講義による 

成 果  ・ 生涯学習のなかでひとつのテーマに沿って、参加者の意向を組み取った学習内容で

身近な内容であり、講師との講義内容についての質疑応答も適切なアドバイスや参加

者と講師がひざを交えてのやりとりができた。 

課 題  ・ 広報活動（効果的なチラシづくりや配布の工夫等）により積極的に参加者増を図 

る。また、実践を交えた学習活動を取り入れて内容を構成することが求められる。 

問合せ先  川口町教育委員会 生涯学習係   ℡ ：０２５８－８９－２１１９  



両川地域学「両川今昔物語」 

 

趣  旨  両川地区の豊かな歴史・文化・自然・食などを次世代の子どもたちに伝えて行くととも
に，地区内外の人々にも関心を持ってもらい，新・新潟市に移行した後も地区住民が誇
りを持って住めるようにするために「両川地域学」を開催する。 

実施主体  新潟市両川公民館 

参加対象  両川地域の歴史・文化・自然に興味のある方，理解を深めたい方 

参加者数  延べ １０４人 

回 数  ４回    日 数   ４日    時 間   ９時間半 

場 所  新潟市両川公民館・両川地域 

内 容 

回 期日･時間  テーマ 講師等 

5月18日（木） 

13:30～15:30 

 

信濃川の鮭について 

信濃川漁業協同組合 

代表理事組合長 

    氏田十三五 
１ 

内容・ 

方法 

信濃川漁業協同組合が取り組んできた鮭漁業の経過，鮭の増殖について講義をしてもらい，

信濃川の鮭について参加者から理解を深めてもらった。講義の後，質問時間を設けて，信

濃川の河川環境にも考察を巡らした。 

期日･時間  テーマ 講師等 

6月8日（木） 

13:30～15:30 

 

真宗の展開 

～親鸞の七不思議を通して～ 

一心寺 

 住職 

    田子 了祐 
２ 

内容 ･

方法 

両川地区は，親鸞の七不思議にまつわる寺院が多く存在しており，中世の宝物が現在も当

時のまま保存されておる。それらの宝物などから両川地区の人々が，中世の時代にどのよ

うな暮らしをしていたのかを講義を聞きながら歴史的に考察して，新・新潟市に移行した

後も地区住民が次世代の子どもたちに伝承していけるよう学習した。 

期日・時間 テーマ 講師等 

 

7月13日（木） 

13:30～15:30 

両川ロマン街道（マップ）巡りの計画作成 
両川今昔物語懇話会の

方々 ３ 

内容 ･

方法 

平成16年度に作成した「両川ロマン街道」というマップを基に，マップ巡りを9月30日（土）

に予定しているので，具体的な計画を懇話会の皆さんと話し合った。 

期日・時間 テーマ 講師等 

9月30日（土） 

9:00～12:30 
両川ロマン街道をゆく（マップ巡り） 地域の語り部 5人 

４ 

内容 ･

方法 

両川ロマン街道（マップ）に基づいて，両川地区の旧跡地などを巡り，地域の語り部から

説明を受けて，地域の歴史・文化・自然・食などの認識を深めた。 

 

成 果  ・ 両川地区の特性と歴史的遺産などを，再認識することができた。また，両川ロマン 

街道（マップ）は，1,500部作成し，新潟日報や市報にいがたに配布を掲載したため，  

地区内外の人々に配布することができ，交流人口の増加に繋げることができた。 

       ・ 新潟市内の図書館や両川地区の小学校・中学校にマップや冊子を配布し，総合学習 

などに活用することができた。 

・ 事業計画などの作成にあたっては，公民館と地域の方々と話し合いを重ねることに 

より，一緒に学習することができた。また，両川地区内外からの参加もあった。 

       ・ 地域住民も新しい発見があり，地域の価値に気づく人も多かった。 

課 題  ・ 少子高齢化がどの地域でも進んでおるが，農業の後継者不足と同様に，地域の歴史 

的遺産・伝承芸能・自然などを次世代の子どもたちに伝えていく後継者が不足してお

る。どのようにしたら，人と人が結び合って地域力を増すことができるのかが今後の

課題である。 

問合せ先  新潟市曽野木地区公民館（電話 025-280-6810） 



「漂着物観察会」 

       

 

趣  旨  様々な漂着物から環境問題と環日本海を考える。 

 

実施主体  粟島浦村教育委員会 

 

参加対象  小中学生 

 

参加者数  ６名 

 

回 数  １回      日 数  １日        時 間 ３時間 

 

場 所  粟島浦村おなまちキャンプ場 

 

内 容 

回 期日･時間  テーマ 講師等 

７月１日（土） 

９時～１２時 

 

漂着物観察会 

社会教育委員   本保銀一 

粟島浦小学校教諭 山田裕之 

１ 
内

容

・

方

法 

・ 粟島浦村資料館で展示物から漂着物を探してもらい、島と漂着物の歴史を考察する。 

・ キャンプ場の浜で漂着物の観察。何が多いか、それはなぜか、を考えさせる。 

・ 拾った漂着物を使い、学校理科室でペーパーウェイトを作成した。 

 

成 果  ・ 自分たちの住んでいる地域の位置、環境、周りの国々を多少なりとも感じることが 

できた。また、島の文化財、神様に漂着物との関わりが多いことも教えることができ 

た。 

 

 

課 題  ・ 成果をふまえた上で、自分たちにできることを考えさせたい。 

 

 

問合せ先  粟島浦村教育委員会 

       電話０２５４－５５－２１１６ 

        ファックス０２５４－５５－２６８８ 

        E－mail kyoiku@ak.wakwak.com 

 


